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生活再建の実感分野別カード枚数
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すまい

つながり

まち

そなえ

こころと

からだ

くらしむき

行政とのかかわり



(30.1%)



(

25.1%)



(12.1%)



(9.5%)



(9.5%)



(8.5%)



(5.2%)

全体Ｎ＝1623項目

















個人の

地震後の活動







10時間

1,000時間

10,000時間

100,000時間

肯定的部分

ありがたさ

近所づきあい

友　人

「会　社」

血縁関係

人間関係が悪くなった

友人の大切さ

否定的部分

むずかしさ

100時間

接触の欠如

｢つながり｣が物理的に失われた

県外に避難した先で新しい人間関係ができた

仮設住宅で築いた人間関係がその後もつづいている

｢つながり｣がない

孤独死する人の存在

寂しさ

既存のネットワーク

時間の経過とともに関係は変化する

新しい神戸



天涯孤独

公的な支援



被　　害

（引越し）

近所の人とのつながりが充実した

まったく新しいｺﾐｭﾆﾃｨをつくる場合

既存ｺﾐｭﾆﾃｨへ参加していく場合

震災によって新しい住まいへ移らざるを得ない人が抱える問題



地震動



地震による人間関係の変化

新しい人間関係ができた

友人が増えた







新しい神戸をつくるには



一人、少数派、多数派、組織全体のバランスをどうとるか



こころざしとして

ボランティアを始めた

地域での活動を始めた

日々の実践として



まず｢自分から｣行動する

市民によるまちづくり活動が活性化した

市民によるまちづくりの必要性が認識され始めた

自律性の確立が大切

自治意識の大切さ



まちづくりの主役は自分たちだという意識をもつ



自助を出発点とする



一人ひとりが自律する



｢生活に余裕がなく、自分のことで精一杯｣という人の存在への配慮

弱者への配慮

みんなが強いわけではない



｢してもらえる｣意識が存在する

頼れる人がいることへの感謝

しかし、助け合いにも限度がある

｢助けられて当然｣意識が存在する

｢自分だけは特別｣は許されない



みんなで助け合う

(共生・連帯)

集会所の活用

自治会づくりのノウハウ

自治活動をみなおす

地域活動が人のつながりをつくる

｢まち協｣の役割・問題点とその将来

新しい居住地でのコミュニケーション不足がある

ボランタリーな活動をすすめるにあたって





市民のマナーが低下した

公衆道徳をたかめる

｢自分だけは例外｣は許されない



日常的な｢つながり｣の場でのふるまい方を確立する











こころとからだ



























地震動

震災による被害なし

心的ストレス反応

対処

（ケアが必要）

被災体験からの回復過程



こころとからだの回復

震災による喪失





希望

趣味

つながり

すまい

お金

体調を崩した



対処資源の活用









行政とのかかわり

















効果的な行政

地震動

行政サービス

精度

分野

公平性

市民の持つ行政イメージ

(後見人的)

評価

感謝

不公平感



自助・共助

支援













すまい

住まいの変化パターン

喪失から再建まで











































地震動

住まいの喪失

住宅強度不足

避難所

仮設住宅

遠くへ避難した人の避難先

遠くへ避難したことの評価

行政の住宅施策の評価

戸建の修理

戸建のたてかえ

集合住宅の修理

集合住宅のたてかえ

災害公営復興住宅

民間賃貸住宅

住民相互の権利関係の調整

経済上の制約

まちなみの回復

家　具



住まいの再建







ま ち

まちの評価はバラバラ



公共施設を使ったサービスはどうか





交通の変化



道路修復

未完成部分



人口配置の変化



まちのにぎわいの変化





緑

















まちの風情が変わった

公　園

都市のコモンズ

公共財

住宅の再建によるまちの変化

まちづくりの視点

まちづくりのあり方

まちづくりの目標











社会基盤の再建







地震動

















公共建物の再建











その他の交通の復旧

道路の整備











地震動

直後の混乱

体力をつくる

災害に対して関心を高める



個人として

できること

もの

水の確保

非常用携行品

家具の転倒防止

建物の補強

こと

避難場所の事前確認



家庭での具体的な対策



ネットワークの充実

防火水槽

共同溝

被害抑止

被害軽減策の整備



まち単位でのそなえ

情報の必要性

情報の信憑性

時間ごとの情報内容の変化



そなえとしての情報を得る

災害に対するそなえが必要

事前対策より事後処理が大事

震災体験の風化をさせない



防災訓

そなえ











地震動

自宅被害

財政的余裕

（の欠如）

外からの支援

借　金

職場被害

年金

神戸の苦境

不景気

企業努力

（リストラ）

企業規模

くらしむき

神戸経済

神戸経済構造



仕事

収入

売上



個人から見た企業活動

企業の対応

雇用

就労機会

くらしむき







行政とのかかわりの系統図





Sheet1


						第４章　生活再建の目標と手段


						　第3章までで生活再建の全体像が明らかになり、7つの側面のそれぞれに因果関係を付けることができたが、因果関係に盛り込まれている変数を見ると、そこには最終的に結果として現れる評価や、全ての発端になるような物理的な現象、現状では変更しようがないような境界条件として扱わなければならない状況変数に加えて、行政的に介入ができ、全体のプロセスについて影響が与えられるような操作可能な変数もあった。


						　これから後期の復興5年間を考えていく上で、行政が介入可能な変数群について、どうすれば実現できるのか。それをうまく操作するためにどのような手段があるのかについて整理し、その手段の有効性を通して今後の復興施策の評価につながるインデックスを考えることができるのではないかと考えた。


						　ここでは、他の分野との重複を避けるために、生活再建分野独自の課題として出てきた「つながり」「こころとからだ」「行政とのかかわり」と「すまい」の一部という4つの側面について、操作可能な変数を達成目標とそのための手段の形に置き換える系統図法を使って整理をしてみる。


						　整理してみた目的・手段関係を、特に手段についての有効性を「施策化の容易さ」「必要経費の多寡」「施策によって期待できる多寡」という3つの側面から評価する。


						　その結果、施策化が容易で、あまり経費がかからず、期待効果が大きいものについては、今後大いに推進していく必要があるし、或いは施策化が難しいものについては容易な方向を探すべきであるし、経費のかかるものであれば、経費を抑えて同じ目標に到達するものを探していけばよいと考える。


						　復興前期、復興後期を大きく分けるものを考えると、前期は復興そのものを神戸市の重点施策として特出した、非常事態として復興を考えてきた時期であり、被災者へ重点的な支援を行ってきた。後期については、被災者重点から市民全体へ支援を変質させていかざるを得ない。しかも、復興前期は生活再建本部のような非常事態に対応るための特別な組織を編成して取り組んできたが、後期については、これから何年も継続していく通常の施策の中に市民全体の復興を支える仕掛けを持たせていかなければならない。その仕掛けは、復興前期の中で復興に関わる各


						　系統図で展開していくさまざまな手段は、今度は神戸市の施策全般に照らして見ていく必要があると言える。


						「つながり」


						大　　目　　標			中　　　目　　　標			手　　　　　　段			手段に対する評価 ◎○△？									手段に対する評価 ◎○△？									施　　　　　　　　　　　　　　　　　策


															施策化が			必要経費			期待でき			施策化が			必要経費			期待でき


															容易か						る効果			容易か						る効果


						みんなで助け合う			みんなが強いわけではないことを理解する			多様性を重視する												△			△			◎			・			コミュニティの再生支援（地域見守り、地域福祉活動コーディネーター、小地域見守りネットワーク、ふれあい交流事業、テレフォンサポート）


												マイノリティに配慮する


																																	・			緊急通報システム設置


												生活に余裕がない中でもできる地域発動を支援する												△			○			△			・			シルバーフレンド訪問


																																	・			知的障害者社会参加促進事業


																																	・			精神障害者社会適応訓練事業


																																	・			コミュニケーション確保事業


												生活に余裕を生み出す												△			△			◎			・			子育て支援センター事業


																																	・			保育所地域子育て支援センター事業


																																	・			子育てコミュニティ育成事業


																																	・			学童保育


												情報提供手段の確保												△			△			◎			・			市民福祉大学事業


																																	・			シルバーカレッジ事業


																																	・			ボランティア情報センター事業、各区ボランティアセンター事業


																																	・			ふれあいのまちづくり


																																	・			ふれあいのまちＫＯＢＥ・愛の輪運動


																																	・			老人クラブ育成


																																	・			子ども会育成


																																	・			地域ボランティア活動助成


																																	・			ボランティアフォーラム開催


																																	・			仮設住宅生活支援（ふれあいセンター、ふれあい推進員）


																																	・			地域型仮設住宅生活支援（生活支援員、配食ービス、緊急通報システム）


																																	・			災害公営住宅等生活支援（シルバーハウジングへの生活援助員派遣、シルバーハウジングにおける配食サービス実施、高齢世帯支援員派遣）


																																	・			仮設住宅自立生活困難者対策（福祉施設への優先入所等）


																																	・			被災市民の健康確保（健康教育、健康相談、巡回健康体操教室、巡回健康相談・訪問指導、仮設住宅訪問健康診査）


																																	・			こころのケアセンター事業


																																	・			こころのケア支援事業（ﾋﾟｱｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ､ｸﾞﾘｰﾌﾜｰｸ ）


																																	・			被災市民の生活衛生確保対策（啓発・薬剤助成、犬猫の譲渡登録制度、災害時市民開放井戸登録制度等）


																																	・			こころの相談コーナー設置


																																	・			被災児童支援総合対策（被災児童ふれあい育成、児童こころの相談１１０番等）　


																																	・			特別養護老人ホーム緊急整備


																																	・			（仮称）痴呆性老人総合ケア施設整備


																																	・			ケアハウス整備


																																	・			高齢者生活福祉センター整備


																																	・			痴呆性老人グループホーム整備


																																	・			高齢者介護支援センター整備


																																	・			在宅介護支援センター整備


																																	・			デイサービス、ショートスティ、ホームヘルプサービス、入浴サービス拡充


																																	・			ふれあいデイサービス全市展開


																																	・			２４時間ホームヘルプサービス全市展開


																																	・			障害者福祉施設整備


																																	・			障害者グループホーム事業


																																	・			全身性障害者介護人派遣


																																	・			重度障害者外出支援事業


																																	・			児童福祉施設整備


																																	・			児童館すこやかクラブ事業


																																	・			あんしんすこやか窓口を核とした地域ケアネットワーク整備


																																	・			防災マニュアル策定


																																	・			災害時における都市間協力体制強化


																																	・			福祉施設の防災拠点化


																																	・			鉄道駅舎エレベーター設置促進


																																	・			民生委員児童委員活動


																																	・			公共施設・民間建築物への福祉的配慮指導


																																	・			人にやさしい福祉と安全のまちづくり


																																	・			在宅障害者福祉センター事業（重症心身障害児（者）通園事業）


																																	・			神戸市総合療育センター事業


																																	・			特別保育（低年齢児保育、特例保育、延長保育、一時的保育、障害児保育）


																																	・			子育てリフレッシュステイ（再掲）


																																	・			親と子のふれあい講座等


																																	・			すこやか子育て窓口、赤ちゃん安心ダイヤル等


																																	・			こうべ安心サポートセンター事業


																																	・			ライフステージ別・分野別保健対策


																																	・			健康ライフプラザ事業


																																	・			徘徊老人緊急保護


																																	・			各種生活衛生対策


																																	・			医療供給体制整備


																																	・			西市民病院復興


																																	・			老人保健施設・療養型病床群整備促進


																																	・			かかりつけ医推進


																																	・			病院と診療所連携や病院相互の連携推進


																																	・			快適すまい支援モデル事業


																																	・			住宅改修助成


																																	・			高齢者・障害者向け居室等改修資金貸付


																																	・			高齢者無料職業紹介所事業


																																	・			知的障害者自立訓練事業


																																	・			福祉就労促進事業


																																	・			障害者就労推進センター事業


																																	・			障害者小規模通所訓練事業


																																	・			授産振興事業（神戸ふれあい工房）


																																	・			高齢者安心サービス事業（財産保全・財産管理サービス等）


																																	・			被災高齢者向け終身生活資金貸付


																																	・			生活福祉資金（転宅費）特例貸付


																																	・			国保一部負担金・保険料減免


																																	・			被災者自立支援金貸付


									助け合いにも限度があることを理解する			頼れる人がいることに対する感謝の気持ちを忘れない												△			？			△


												「してもらえる」「助けられて当然」の意識を変える												△			？			△


												地震に遭ったのは自分たちだけではない、一日も早く立ち直ろう、明るくしようというプラス思考の努力												△			？			△


						ひとりひとりが自立する			まず自分から行動する(ボランティアのきっかけづくり)			ボランティア活動への取り組みを支援する												◎			〇			〇						市民向けボランティア講座


																																				ボランティア団体､活動の紹介


									まちづくりの主役は自分達だという意識をもつ（市民主体のまちづくり）			我がまち意識を向上させる												△			〇			△						自治会セミナー


												まちづくりの手法を学ぶ機会を提供する												〇			〇			〇						まちづくり団体に対する勉強会


																																				まちづくり大学


												活動助成制度の充実												◎			△			〇						まちづくり団体に対する活動助成


									自助を出発点とする(自治意識・自律性を育てる)			教育・ｾﾐﾅｰを充実する												〇			〇			〇						子ども、青少年に対する教育


																																				体験型市民活動教育


																																				異年齢交流


						みんなで助け合う			みんなが強いわけではない（弱者への配慮）(自分のことで精一杯の人の存在)			ささえあいおぎないあいの啓発												〇			〇			？						地域での見守り運動推進施策


												とりあえず自立心を育てる												〇			〇			△						市・地域情報の伝達、広報の充実


						日常的な｢つながり｣の場でのふるまい方を確立する			自治会活動を見直す			行政と市民の役割分担の見直し												？			△			△
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生活再建で留意すべき６つの点

１）災害からの復興にあたって、神戸市の環境の質を低下させてはいけない。

２）災害によって、神戸市民の生活の質を低下させてはいけない。

３）災害にあっても、そこから立ち直ろうとする気概を人々が持ち、そのための努力を続けることである。

４）災害復興を可能にする活発な経済活動が存在すること。復興のために人々が一所懸命に働き続けることである。

５）自分たちのつけを次の世代に先送りしないことである。同時に、災害のつけを特定の人々に押しつけないことである。

６）復興とは誰かがやってくれるのではなく、自分たちがやらねばならないという自覚を持つことである。
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